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抄録 
背景 日本人透析患者の心房細動有病率は一般住民の心房細動有病率と比べて高いことが

想定されるが、 実際には明らかにされていない。 
方法 地域悉皆的コホート研究に参加した透析患者 1,510 名を解析対象として、同一地域

に住む一般住民 26,454 名を基準とした透析患者の心房細動標準化有病比 (SPR) を算出し

た。 
結果 透析患者集団の心房細動有病率は 3.8% で一般集団では 1.6% だった。男性では心房

細動有病率がそれぞれ 4.9% と 3.3%、女性では 1.6% と 0.6%だった。標準化有病比（95%
信頼区間）は男女全体で 2.53 (1.88–3.19) 、男性で 1.80 (1.30–2.29) 、女性で 2.13 (0.66–
3.61) だった。  
結論 地域ベースの集団を対象とした解析結果では、日本人透析患者集団では一般集団に比

べて心房細動有病率が 2 倍高かった。心房細動は心血管疾患死亡や罹患に強く影響するリ

スク要因であり、心房細動が日本人透析患者の予後にどのような影響を与えているのかを

縦断研究で明らかにすることが望まれる。 
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